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 「目黒めいすい広場」は、明るい選挙推進委員の情報交換や選挙に関する情報提供を目的に、年

２回発行しています。今号では、平成３０年・３１年度の任期がはじまり、新たなスタートを迎え

た明るい選挙推進委員の全体会の様子や協議会委員の紹介、春から夏に行った啓発活動を中心にお

伝えします。明るい選挙推進活動の際にぜひご活用ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

明るい選挙推進委員全体会を開催しました！ 

▲ 会長から感謝状の贈呈を受ける野田富美子さん 

▲ 多くの委員のかたが出席されました 

平成３０年４月２３日（月）、目黒区総合庁舎大会議室

にて、「平成３０年度明るい選挙推進委員全体会」を開催

しました。平成３０・３１年度の新たな任期が始まるにあ

たり、明るい選挙推進委員の委嘱を行いました。委嘱式で

は、推進委員を代表して、淺海一夫委員が委嘱書を受け取

りました。推進委員は１１２名となります。 

また、今回退任された推進委員のうち、永年にわたり積

極的に啓発活動に従事していただいた４名のかたに、感謝

状と記念品を贈呈しました。全体会では、代表して野田富

美子さんに、会長から感謝状が渡されました。 

長い間本当にありがとうございました。 

 

事務局からは、啓発活動について、平成２９年度の実績

報告と平成３０年度の事業計画の説明を行いました。その

後、地区ごとに分かれて顔合わせ会に移り、地区代表の明

るい選挙推進協議会委員が選出されました。顔合わせ会の

懇談では、啓発品のアイディアや配布方法の工夫など、活

発な意見交換が行われていました。 

当日は６０名の推進委員の方が出席されました。お忙し

い中ありがとうございました。みなさま、２年間の任期の

間、どうぞよろしくお願いたします。 

 

 

 

明るい選挙推進キャラクター 

 
選挙のめいすいくん 

投票箱が 

モチーフ 

です。 ▲ 代表して委嘱状を受け取る淺海一夫委員 ▲ 地区別の顔合わせ会 



会 長 三 浦  京 子 中央地区 

委 員 

鈴 木  清 春 
北部地区 

副会長 宮 沢  信 夫 選挙管理委員会委員長 野 澤  英 隆 

委 員 

服 部  尚 彦 同職務代理 伊 勢  光 雄 
東部地区 

中島 みち子 選挙管理委員 松 田  庄 平 

石 橋  仁 之 選挙管理委員 長谷川 くみえ 中央地区 

増 田 勝 美 同補充員 稲 村  と し 子 
南部地区 

秋 山 正 夫 同補充員 西 嶋  邦 夫 

牧 野 武 夫 同補充員 岩 井  和 子 

西部地区 田 中 知 子 同補充員 豊 田  恭 子 

 
横 山  喜 久 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長 三浦 京子 中央地区 

委 員 

鈴木 清春 
北部地区 

副会長 中島 みち子 選挙管理委員会委員長 野澤 英隆 

委 員 

 

石橋 仁之 同職務代理 伊勢 光雄 
東部地区 

宮沢 信夫 選挙管理委員 松田 庄平 

服部 尚彦 選挙管理委員 長谷川 くみえ 中央地区 

増田 勝美 同補充員 稲村 とし子 

南部地区 秋山 正夫 同補充員 杉浦 藤枝 

牧野 武夫 同補充員 西嶋 邦夫 

田中 知子 同補充員 岩井 和子 

西部地区  豊田 恭子 

横山 喜久 

明るい選挙推進委員「新任研修会」を行いました！ 

５月３１日（金）、今年度から新たに推進委員となられたかた（２３名）を対象に新任研修会を

開催しました。研修会では、１４名の新任委員が参加し、選挙制度の基礎知識や明るい選挙推進運

動と明るい選挙推進委員の活動について、写真スライドを使いながら学んでいただきました。 

参加者からは、「啓発活動内容等を写真で見せていただき、とても分かりやすかった」「投票率

の低いところに焦点を当てた取組ができれば良い」「小中学校での出前授業は啓発活動として、と

ても有効だと感じた。地元で協力できることがあればぜひ参加したい。」とのご意見や意気込みを

聞くことができました。 

新たな委員のみなさんの積極的な啓発活動・ご活躍に期待しています。 

明るい選挙推進協議会委員を紹介します 
 明るい選挙推進協議会とは、明るい選挙推進運動の中心となる組織で、明るい選挙推進のための

方針・事業計画を推進委員の意見を踏まえて作成し、各種の啓発活動を選挙管理委員会と共催して

実施しています。 

 明るい選挙推進協議会の委員は以下のとおりです。（敬称略） 

 

◀協議会の様子  
明るい選挙をより推進していくため、年に４回会
議を行っています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

啓発活動を行いました！ 春～夏 編 

 ４月１日（日）に碑文谷公園さくらフェスティバルにて９名、４月８日（日）に中目黒桜まつり

にて８名の明るい選挙推進委員が参加し、啓発活動を行いました。 

桜もちょうど見ごろを迎え、おまつりは多くの人で賑わっており、配布した啓発品のウェットテ

ィッシュや風船は、あっという間になくなりました。 

 ７月１６日（火）は、祐天寺み魂まつりにおいて、

大勢の人で賑わうなか、１０名の明るい選挙推進委

員が啓発活動を行いました。 

 おまつりには学生などの若い来場者も多く、将来

の有権者や若者の投票率アップへ向けて、選挙にな

ったら投票へ行くよう、しっかり呼びかけを行いま

した。 

  

積極的な啓発・ご協力ありがとうございました！ 

 〇 啓発品のご紹介 

このような、明るい選挙の

啓発グッズがあります。 

地域の行事や町会・自治会

の会議などで啓発を行う

際、ぜひご活用ください。  

▲ ウェットティッシュ ▲ メモ帳とボールペン ▲ 子どもに人気の紙風船と風船 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒会選挙で初めての投票体験！ 

〇編集後記 

地域のイベントへの参加や生徒会役員選挙での主権者教育の協力などさまざまな啓発活動を行い、新たに推
進委員となられたみなさんも、積極的にご参加いただきました。また、引き続き推進委員を務められているみ
なさんが、より率先して啓発に取り組む姿はとても頼もしさを感じました。 
来年には、目黒区議会議員選挙と参議院議員選挙が予定されています。前回の選挙（２９年１０月の衆議院

議員選挙）からしばらく間があいており、推進委員の皆様には絶えず明るい選挙推進運動に取り組んでいただ
いておりますが、さらに力を入れて啓発に取り組んでいければと考えております。 
１２月・１月は寄附禁止強化月間となります。寄附禁止パンフレット等もありますので、ご活用ください。 
引き続き、みなさんの、ご理解・ご協力よろしくお願いいたします。 

                                  目黒区選挙管理委員会事務局 

「明るい選挙ポスターコンクール」審査会を行いました 

今年も力作ぞろいの、数多くの応募があった中から、審査

員により入選作品が決まりました。 

入選作品は、今後この「めいすい広場」や目黒区のホーム

ページなどに掲載するほか、おなじみの明るい選挙啓発カレン

ダーや啓発ポスター、メモ帳など、さまざまな啓発グッズに活用

していくので、楽しみにしていてくださいね。 

選挙管理委員会事務局では、主権者教育の協力や

若年層啓発の一環として、区内の中学校にて、生徒

会役員選挙のお手伝いをしています。すっかり定着

したこの事業ですが、今年も引き続き区内７つの中

学校にて、投票箱・投票用紙記載台・投票用紙交付

機などの資機材の貸し出しを行いました。 

 生徒たちは本物の投票箱などに興味津々の様子

で、特に用紙交付機は「すごい！」と人気でした。

本物と同じ素材の投票用紙も、多くの生徒が感触を

確かめていました。 

多くの各地域の推進委員のみなさんに参加いた

だき、立会演説会の見学や、投票立会人等を務め

ていただきました。 

投票立会人に見守られながらの投票は、本物の

投票所のような雰囲気があり、生徒もどことなく

緊張しているようでした。 

１８歳の選挙デビューがもうすぐ近づいている

中で、本番さながらの投票を体験することができ

ました。 

 

立会演説会の中では、選挙管理委員会事務局職員

によるミニ出前講座を実施しました。途中、選挙に

関するクイズもまじえながら、投票の仕方や選挙の

仕組みを楽しく学んでもらいました。 

また、若者の投票率が低いことの課題や、１８歳

選挙権にむけて、自分の意思で投票することの大切

さや一票の重みを伝えました。 


